　　　[image: image1.png]



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著：志賀　彩香（06210044）
　山田花子、１９歳女。花子は一浪の末、４月に晴れて憧れの某Y大学に入学した。夢にまで見た大学生活。念願の一人暮らし。花子は漠然と自分には薔薇色の大学生活が待ちうけているものと、期待に胸を膨らませていた。

―だがしかし。

６月。

入学して２ヶ月が経とうとしている今、花子は悩んでいた。現実の大学生活が、入学当初描いていたものとは大分違っているのである。サークルにもまだ所属していなかった。毎日授業が終わっては友達と適当に過ごした後家に帰って寂しい一人の夜の暇をもてあます、その繰り返し。そんな単調な毎日に、花子は飽き飽きしていた。何か大学生活で打ち込めるものを見つけなければいけない・・・そんなことを思いながらも、なかなか思い切ることができずに毎日をただただ過ごしていた。
「何か、いいサークルでもあるといいんだけどなあ・・・」

週始まりの月曜日の放課後。いつも一緒に放課後を過ごす友達は、最近になってサークル活動を始めたとかで、活動日の今日は授業終了後すぐに帰ってしまった。しかし花子は今日も特にいつもの通り予定もなく、けれどこのまま一人家に帰るのも寂しくて、ただ校内をぶらぶらしていた。サークルを見学しに行こうかとも思ったが、もうすでにいくつか回ってしまっていて、いまひとつこれといったものも無く尽きてしまった。
「このまま何もしないでいたら、きっとつまらない大学生活で終わってしまうんだろうなぁ･･･何か見つけないと、んーどうしよう。なんかいいものあるといいんだけど。」

そんなことを考えながら歩いていて、いつの間にか大学の校門あたりに差し掛かっていた。
「ねえねえ、そこのきみ！！」

不意に、後ろから声が聞こえた。花子は思わず振り向いた。するとそこには、おそらく大学生･･･けれどきっと先輩であろう男の人が一人、立っていた。濃いブラウンに染めた髪をワックスで軽く逆立て、ジーンズに今はやりのジャケットを重ねた、見ず知らずの男。そんな男に覚えなど無い花子は、本当に自分が呼ばれたのか半信半疑に訊ねた。
「私･･･ですか？」

すると男は数歩離れた花子の元へ歩み寄り、微笑を浮かべながら答えた。

「そぅ、きみだよ。」

「何か？」

「ちょっとね、君が可愛かったものだからつい引き止めてしまった。」

「･･･ナンパですか？だったら私失礼します。」

「ちょっと待って！！ゴメン、ゴメン。ナンパなんかじゃない。ちょっと悪ふざけが過ぎたね。」

帰ろうと踵を返した花子の腕をつかみ、焦ったように男は引き止めて言った。花子はからかわれた様な煮え切らない心持を覚え、振り返ると少し声を荒げた。

「だったらなんなんですか！？」

「きみさ、何かサークルとかやってる？」

「･･･いえ、まだ何も」

「何かこれから始める予定とかは？」

「別にこれといってないです、けど･･･？」

突然の予想だにしなかった話の展開に、花子は少し戸惑いを覚え、彼の様子を窺った。すると男はにっこりと笑みを浮かべ嬉しそうに話し始めた。
「なら話は早い。実はね、俺サークルの会長やってるんだ。で君に声掛けたのは、そのサークルのお誘いをしようと思ったから。まぁ･･･君が可愛かったから声掛けたのは、本当なんだけどね。」

「サークルって、何のサークルなんですか？」

「『人生を楽しもうの会』っていうんだけどね、要は皆で大学生活を楽しみましょうっていう感じかな。例えば軽くレクリエーションをしたりだとか、飲みにいったりだとかさ。やりたいことを皆で決めて、わいわいやろうっていうサークルなんだけど。どう？楽しそうじゃない？」

「･･･んー、まあ。」

「会費も月500円で安いし、友達もきっとできるよ。俺がこうやって頑張った成果で今年の新入会員もだいぶ増えたからね。」

「でも･･･そんなすぐには決められないです。」

「良かったら一度見学とか来てみなよ。ちょうど今日活動してるからさ。それからでも全然遅くないよ。」
ちょうど暇だった放課後。このまま帰るのもどこかつまらない。

「じゃあ、とりあえず見学だけなら。」

「よし、おいで。一緒に行こう。」

先輩に連れられた先は、大学のはずれにあるサークル棟、所謂サークルの部室がたくさん集まっている棟の奥まった一角。そんなに大きくは無い部屋だった。

「ここだよ。今日はね、皆で夏のレクリエーションの計画を立ててるところ。といっても話し合いなんて名目上で、結構皆自由に騒いでる感じだけどね。先輩も後輩も結構皆仲が良いからさ、皆楽しんでるよ。」

そこには男女半々で２0人程度の人がいた。皆お菓子やジュースを飲みながら楽しそうに話したりしている。ふと、花子はその中に学科は違えど同じ大学に入学した、高校時代の友人を見つけた。
「あれ？桜子じゃない？」

「なに？知り合い？」

「ええ、高校時代の友人なんです。まさかこんなところで会うとは･･･」

ドアが開き入り口で立ち話をしている二人を振り返った桜子が、花子に気づき席を立って近づいてきた。

「あれ、花子？花子だよね？こんなところで･･･このサークルに入るの？あ、もしかして先輩にナンパされたでしょ。」

からかうような笑みを浮かべながら、桜子は先輩に聞こえないよう花子に近づいて小声で話しかけてきた。

「まだ決めたわけじゃないわ。」

「あの先輩、太郎さんっていうんだけれど。私もね、最初に先輩から声かけられてさ。入る気なんてなかったんだけど見に来てみたら、結構ここいい雰囲気じゃない？だから思わず入っちゃったの。それに･･･太郎さんが、カッコよかったんだもん。ねえ、花子も入っちゃいなよ。私達大学に入ってから学部が違うから、結構一緒に居る時間も無いじゃない？ここならまた一緒に遊べるしね。」
「んー･･･そうね、ちょうどサークルを探していたところだし。先輩、私このサークルに入ります。」

今までサークルを見学してもいまいちピンとくるものがなかった今、ここに決めてしまってもいい気がした。このサークルの雰囲気はこれまで見てきたどのサークルの雰囲気よりも良かった。桜子も居るこのサークルで、花子はこれからの大学生活がきっといい方向に変わるだろうという期待で胸がいっぱいだった。

「おお、良かった。ありがとう。君も今日からこのサークルの一員だよ。」

「それじゃ、事務手続き済ませちゃうから、ちょっと時間いいかな？」

「はい。」

「といっても、メーリスに登録してもらうだけなんだけどね。」

「メーリス？」

「『メーリングリスト』の略だよ。知らない？」

「すいません、知らないです。」

「メーリスって言うのはね、簡単に言えばサークル内の連絡手段なんだ。登録しておけば、登録しているサークル会員に一括してメールが送れるっていうシステム。うちのサークルはメーリスで全部連絡事項を回すから、これは登録してもらいたいんだけど･･･いいかな？」

「でも登録とかそういうの良く分からないんで･･･」
「大丈夫だよ。ケータイのアドレスさえ教えてもらえれば、そのアドレスに登録用のメールを送るから。あとはそのメールにしたがって入力していってもらうだけだからさ。簡単なんだ。」
「そうなんですか･･･わかりました、これケータイのアドレスです。」

「ありがとう。じゃあ後で送っておくから、届いたらそれにしたがって入力しておいてね。分からなかったらまた聞きに来てもらえばいいよ。よし、今日はそろそろ活動終了。お疲れ様。次の活動日は、明後日だよ。じゃあまたね。」
「は･･･はい、お疲れ様でした。」
―その夜。

花子のケータイに一通のメールが届いた。

『件名：メーリングリスト用登録メール

　これは人生を楽しむ会のメーリス登録用のメールです。

下記リンクをクリックして、登録画面にしたがって入力してください。

http//www.mailling-list･･･』

「あ、これはきっとさっき太郎さんが言ってたなんだっけ･･･メーリス？の登録のメールだよね。よしクリックっと･･･なになに？」

『名前：山田花子

ふりがな：やまだはなこ

住所：Y県Y氏〇〇〇

年齢：１９歳

電話：０８０－３･･･
口座番号：
暗証番号：　　　　　』

　
「メーリスってこんな情報まで居るんだ、なんか面倒だなあ。次は･･･ん？口座番号に、暗証番号？こんな情報何に使うのかな･･･もしかして会費の支払いとか？これっていいのかなあ･･･でもまあ、サークルだししょうがないか。えぇっと、口座番号は、っと･･･」

『口座番号：３５７－〇〇〇

　暗証番号：〇〇〇〇』
「送信。よし、これでOK。」

―2日後

今日はこの前太郎さんに言われたサークルの活動日。実質初めてのサークルの活動日となる今日、花子は期待に胸を躍らせながらウキウキとサークル棟へ急いだ。
「こんにちはー!!」

「･･･」
初サークル。張り切って勢い良く扉を開けた花子だが、先日たくさんの人でにぎわっていたその部屋には今、誰一人としていない。

「あれ･･･誰も居ない。今日活動日じゃなかったっけ？日にち間違えたかな？桜子に聞いてみようかな。」

桜子にメールをしようと携帯電話を開いたところ、『新着メールあり1件』の文字が画面上に表示されているのを、花子は見つけた。

「太郎さんかな？それとも桜子？今日の活動がなくなったとかかな？まだメーリスも回ってきてないから、直接教えてくれたのかも。開いてみよう。」

『件名：お買い上げありがとうございます

　山田花子様にお買い上げいただきました商品を、登録住所までお送りいたします。代金￥300，000をご用意いただけますよう、宜しくお願いいたします。なお、お支払いは指定口座から直接お引き出しいたします。

　株式会社〇〇』

届いていたメールの内容は、花子にはまったく身に覚えのないものだった。

「え、ちょっと何これ･･･これってこの前のメーリス登録の情報がそのまま使われてるってことじゃない。どうなってるの？？」

花子は桜子に連絡を取ろうと、携帯電話で桜子のメモリーを呼び出し電話をかけた。しかしいくらコールを繰り返しても出る気配が無かった。

「そうだ、太郎さん。この前連絡先を聞いていたはずだわ。」

いつまでも出ない桜子に痺れを切らし、今度は直接太郎さんに連絡を取って聞いてみようと、控えていた太郎さんの電話番号を取り出し、携帯電話に打ち込んだ。

『おかけになった電場番号は、現在使われておりません。･･･おか』

聞こえてきたのは、単調な電子音だけだった。

「ちょっと待って･･･なによ、これ。」
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「花子。」

不意に後ろから自分を呼ぶ声が聞こえた。はっと振り向くとそこには何度電話をかけてもつながらなかった桜子が立っていた。

「桜子、何度も電話したのよ。どうしたのよ、今日サークルがあるんじゃなかったの？」

そんな花子の言葉を鼻で笑うような微笑で返したあと、桜子は答えた。

「あるわけないじゃない、そんなの。」

「･･･え、どういうこと？」

「あんなサークルなんて本当は存在しないの。花子はだまされたの。来なかった？請求のメールが。メーリス登録したでしょ？あれも全て個人情報を聞き出すためのわな。あのためだけに、あの人数で架空のサークルを作ってあなたをだましたの。」

「･･･だって桜子が居たから。てっきり信じちゃって･･･。」

「浅はかだったわね。こういう人がどこに潜んでいるか分からないって言うこと、覚えておいたほうが良いわよ。あなたのすぐ隣にも。･･･まあ私が言えることではないけれどね。」

「信じてたのに。」

「私だって、最初はあの人たちにだまされたのよ。それでもうどうしようもなくなっちゃって、あの組織に入るしかなかったの。どう？花子もあの組織に入れば、30万は払わなくても済むわよ。入りなさいよ。」

―こうして夢に見た花子の大学生活は、もろくも崩れ去っていくのであった

すぐ隣に居た悪の手によって　　       The END

